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令和５年４月７日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立神奈川工業高等学校（全日制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 ４年間の目標 
（令和２年度策定） 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（10 月 27 日実施） 

総合評価（３月 17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①工業に関する

専門教科・科目

を中心に、理数

教育及び外国語

教育の充実に注

力した教育課程

編成を行う。 

 

②グローバルコ

ミュニケーショ

ン能力育成のた

めの教育のさら

なる検討を行

う。 

 

③創造的な問題

解決力を育成す

るために、生徒

が主体となる双

方向授業を展開

する。 

 

④実践的・体験

的学習を重視し

て、自ら課題を

発見し解決する

ための力を育む

授業改善を実施

する。 

①新教育課程編成

表の２年目の導入

を見据えて、各教

科で使用する教材

等の充実を図る。 

①新教育課程の科

目における「単元

の指導計画」を作

成し、生徒の教育

の充実を図る。 

 
②外部講師による

英語講習に加え

て、スタディサプ

リによる英語学習

の充実化を図る。 

 

③④スタディサプ

リの導入にあたり

教科・グループと

連携しタブレット

の活用も含め、校

内全体での活用を

検討する。 

③④新教育課程に

対応した２年生課

題研究の内容を検

討する。 

①生徒に身に付けさ

せたい資質・能力の

育成に繋がる教科

書・副教材を選定す

る。 

①新教育課程におけ

る令和４年度開講科

目の「単元の指導計

画」の作成を促し、

授業が円滑に行える

ように管理する。 

 

②スタディサプリの

活用支援および外部

講師による英語講習

との住み分けを考え

る。 

 

③④スタディサプリ

配信週間を実施する

と共に各科目の年間

指導計画にも組み込

むことで活用の定着

を図る。 

③④２学年課題研究

に企業と連携したプ

ログラムの導入する

計画を立てる。 

①適切な教科書・

副教材を選定でき

たか。 

①新教育課程にお

ける開講科目の

「単元の指導計

画」の作成ができ

たか。 

 
②独自の実用英語

技能検定試験への

勉強マップの作成

ができたか。         

 
③④各教科の各学

期においてスタデ

ィサプリの配信が

できたか。また生

徒全員がスタディ

サプリを活用し学

習することができ

たか。 

 

③④新カリキュラ

ムに対応した内容

で、企業と連携し

た計画を作成でき

たか。       

 

①適切な教科書の選

定は終了した。今後

は、副教材の選定を

行う。 

①「単元の指導計

画」については、３

月の県への報告に向

け作成を継続してい

る。 

 

②今後、英検の１次

試験対策はスタサプ

を活用し、２次試験

対策は外部講師によ

る英語講習を活用し

ようと考えている。 

 

③④「スタサプ配信

週間」を通し教員側

の活用を促すことが

できた。到達度テス

トの振り返りを映像

放送で行い、全校生

徒に対し活用に向け

た取組みができた。 

 

③④知的財産教育に

(株)富士通総研の課

題発見・解決力の育

成手法を取り入れた

計画が立案できた。 

①新教育課程移行

期間中のため、適

切な選定を行う必

要がある。 

①作成にあたり指

定された書式のあ

る教科があるた

め、注意や確認を

行う必要がある。 

 

②昨年度まで、英

検１次・２次試験

ともに外部講師に

よる英語講習で試

験対策を行ってい

たが、今年度より

スタディサプリを

導入したので、住

み分けをどうする

かが課題となる。 

③④6 月に 1 回目

を実施できた。11

月に 2 回目の配信

週間を行い引き続

き活用に努める。 

 

③④他グループ・

各工業科と連携し

て計画を進める。 

スタディサプリの導

入により、さらに学

習指導を充実したも

のにしようとしてお

り 、 よ いと 思 いま

す。導入時でいろい

ろ 大 変 と思 い ます

が、「創造的な問題解

決力」、「自ら課題を

発見し解決するため

の力」を育成するた

めにどのように活用

していくべきか今後

検討できればさらに

よいかと思います。 

 

外部講師による英語

講習とスタディサプ

リとの住み分けにつ

いて、個人的にはス

タディサプリで学ん

だことを外部講師や

生徒同士で実践する

などがいいのではと

思いました。またス

タディサプリのメリ

ッ ト は 、各 教 科高

校・中学単元に関わ

れずそれぞれの箇所

に戻って復習できる

ことだと思います。 

①今年度開講した新教育課程

の科目については、「単元の

指導計画」は作成できた。引

き続き、来年度以降も新しく

開講する科目の「単元の指導

計画」を作成し、生徒の教育

の充実を図って行く。 

 

②英検対策を外国語科の職員

による補習またはスタサプを

用いて行った。その結果、準

２級及び３級の合格者が昨年

度比 1.5 倍になった。今後は

職員の負担軽減のため、スタ

サプの併用のしかたについて

検討する。 

 

③④スタサプの生徒の登録率

99.4％、到達度テスト 2 回、

スタサプ配信週間6月、11月

を実施できた。共通教科から

の配信に加え、工業教科の計

算練習、英検の対策講座も配

信され、幅広い活用ができ

た。 

 

③④今年度の 2 年課題研究を

スケジュール通りに進めるこ

とができた。また来年度の知

的財産教育の計画を立案し、

補助金の申請を行った。 

①来年度以降の「単元の指

導計画」の作成にあたり、

今年度作成に必要であった

内容や項目を踏襲し、円滑

に作成できるように適宜注

意や確認を行う。 

 

②外国語科の先生方の英検

補習の負担軽減のために、

来年度は、夏季長期休業中

に行う外部講師による英語

講習１次試験対策を復活さ

せようと考えている。 

 

③④学年や教科によって配

信数にアンバランスが見ら

れる。また工業科でも数学

や物理の復習講座などを配

信しやいように、使いやす

い講座の例を抽出して利用

環境を整える。 

 

③④今年度、補助金の執行

が年末年始に集中したた

め、各教科に計画的に執行

するよう促す。来年度から

企業連携の内容が加わるた

め、各部署と連携して授業

展開を円滑に進める。 

 

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

①多様性を理解

し、来たる国際

社会の一員とし

て活躍できる人

間性の育成を図

る。 

 

②リーダーシッ

プや協働意識を

養い、生徒の人

間性の育成を図

る。 

 

①計画的に講演会

を配置し、自他の

違いを理解して他

人を尊重できる人

格を育てる。 

②学習活動や様々

な行事の中で、仲

間を尊重し合い、

誰もが安心安全な

学校生活を保障で

きるよう、個に応

じた支援体制を充

実させる。 

 

①3 年間を見通した

講演会の配置。 

 
②年間を通じた計画

的な基本的な生活習

慣指導の実践。 

②全職員による指

導・支援体制の構

築。 

②効果的な支援情報

の共有体制。 

①効果的に講演会

を実施できたか。 

②生活習慣指導を

計画的に実施でき

たか。 
②指導・支援体制

の構築ができた

か。 
②情報の共有が効

果的にできたか。 

①携帯電話、多様性

デート DV、薬物乱

用防止などの講演会

を実施できている。 

②登下校指導、校外

指導等を計画的に配

置実施できた。 

②特別指導体制につ

いて、学年中心の対

応を構築中である。 

②生徒の情報をでき

るだけ収集できる体

制を継続している。 

①授業の関係で各

学期の終盤に集中

することが多く、

講演会の精査が必

要。 

②登下校指導など

生徒支援Gr以外の

協力が今以上に必

要と感じる。 

多様性講演会、デー

ト DV 講演会、自死に

関する知識を深める

講演会など、生徒の

皆さんおよび先生方

が学び考える機会を

用意されているとの

こと、感銘を受けま

した。 

①各講演会を通し、社会で直

面する様々な危険性やその対

応を考える機会を設けた。 

②登下校指導、校外指導等計

画的に配置実施できた。 

 

②特別指導体制について、科

を中心とした対応ができる方

策を検討する。 

②情報提供方法、情報共有の

タイミングなどマニュアル化

の徹底が必要である。 

①各講演会の効果的な時期

や場所について検討する。 

 

②特別指導の件数が増加傾

向であるため、事案が発生

した時の職員対応のさらな

る共有化が必要である。 

②内面の問題を抱える生徒

が近年増加傾向であるた

め、全職員で支援ができる

体制を進めえる必要があ

る。そのための校内研修を

充実させる。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（10 月 27 日実施） 

総合評価（３月 17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒のキャリア

発達を、正しい

勤労観や職業観

に基づく進学す

る意味や就職す

る意味につい

て、十分に理解

した段階まで引

き上げる。 

 

①生徒のキャリア

発達の醸成を家庭

からも促す体制を

整えて、家庭と学

校が連携して生徒

のキャリア発達を

支援していえるよ

うにする。 

①保護者の進路に対

する意識を醸成する

ために、ＰＴＡと連

携して各学年保護者

対象の進路指導説明

会を実施する。 

①各学年保護者対

象の進路指導説

明会を実施でき

たか。 

①各学年保護者対象

の進路指導説明会を

実施する事ができ、

保護者の進路に対す

る意識の醸成を図る

事ができた。 

①３年生保護者対

象の進路指導説明

会についてはアン

ケート結果より、

「進学希望者向

け」と「就職希望

者向け」に分けて

実施して欲しいと

いう要望があった

ので、日程等も含

めて、今後の課題

となる。 

 

 

生徒への進路指導と

ともに，保護者の進

路に対する意識を醸

成することは，よい

取 り 組 みと 思 いま

す。正しい情報を提

供する。例えば，「機

械」と聞くと女性は

就労しにくいと思わ

れる保護者の方もい

る か も しれ ま せん

が，決してそのよう

な就職先ばかりでは

ありませんので，保

護者の皆様へ各分野

の正しい情報提供な

ど行うことは有意義

な こ と とお も いま

す。 

①成果として、今年度、保護

者対象の進路指導説明会を実

施する事ができた。コロナ禍

という事で、オンラインの配

信と同時行えた事は大きな収

穫だった。アンケート結果よ

り、実施に関して「良かっ

た」という意見が９割を超え

ていたので、今後も継続して

いきたい。 

 一方、課題としては、こち

らもアンケート結果より、３

年生対象のものに関しては、

「進学者向け」と「就職者向

け」に分けて欲しいという要

望があった。 

①来年度も引き続き、１～

３年生保護者対象進路指導

説明会を実施して、生徒の

みならず、保護者の進路意

識の醸成を図っていきた

い。 

３年生の保護者対象進路指

導説明会に関しては、「進

学希望者向け」と「就職希

望者向け」に分けて実施し

たい（両方参加も可）。 

４ 地域等との協働 

①各種連携や地

域との協働を 

通した生徒の創

造的な問題解決

力を養う。 

 

②専門高校の教

育内容や理工系

進路においての

他学科に対する

優位性を地域や

中学生に理解し

てもらう。 

 

①中学生の SNS の

利用状況の調査

し、その結果を反

映した広報活動を

企画・実践する。 

 
②本校 Web ページ

の進路に関する部

分の充実を図る。 
  

  

  

①１年生対象のアン

ケートに SNS 利用の

項目をあらたに追加

し結果をまとめる。 

 

②工業系専門高校か

らの進学は他学科に

対して優位である事

を示すために進学に

特化したページを作

成する。 

①アンケート結果

から効果的かつ継

続的に広報活動を

行うことができた

かを閲覧数やフォ

ロワーの増加数で

検証する。 

 

②進学に特化した

ページを作成する

事ができたかどう

か。 

①アンケートの結果

から引き続き、中学

生の 9 割以上が利用

している YouTube を

中心にその他 SNS を

活用し広報を展開す

る。 

 

②進学に特化したペ

ージを現状作成でき

ていない。 

 

 

 

①SNS での広報力

において各工業科

で、ばらつきがあ

るためアップロー

ド手順などのマニ

ュアルを作成し

SNS 環境の整備を

図る。 

 

②今後、作成予定

である。 

TECH LAB が開催の方

向であることを知り

ました。中学生に対

しては、御校の生徒

さんと直に交流する

そのようなイベント

はとても貴重で、そ

こでの体験が進学先

の選択に大きく関わ

ってくるものと思い

ますので、とてもい

い 試 み だと 思 いま

す。 

①公式 SNS を利用した広報力

のばらつき解消に向けて公式

Twitter と Instagram のマニ

ュアルを作成し、職員で共有

した。またクリエイション部

と連携し、部活動紹介動画の

制作も積極的に行うことで、

中学生に各部活の PR もでき

るようになった。 

 

②現在の本校 web ページに加

えて、「進学のページ」「就職

のページ」を制作する事が今

後の課題となる。 

①今年度作成したマニュア

ルなどの活用を各部署に促

し、学校全体で情報発信で

きるように、行事やイベン

トごとに各部署に連絡をし

て更新作業を実践してもら

う。来年度も説明会や体験

教室を可能な限り実施して

工業教育の魅力を中学生に

伝える。 

 

②来年度、現在のページに

加えて、「進学のページ」

「就職ページ」に分けたペ

ージを充実させる。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①創造的な問題

発見・解決能力

及び先端技術活

用力を養う教育

活動のための環

境について、よ

り一層充実させ

る。 

 

②生徒と向き合

う時間を確保す

るために、組織

的な学校運営と

校務の効率化を

図る。 

①ICT 機器を活用

した教育活動を実

施できる環境整備

を継続して行う。 

 
②校務の効率化を

図るためオンライ

ン会議等の活用を

推進するが、職員

間のコミュニケー

ション低下となら

ないよう改善を図

る。 

 

①新入生及び新着任

者等、本校 ICT 環境

に不慣れな者へのネ

ットワーク接続、及

び端末使用方法等の

サポートを行う。 

 
②オンライン会議に

おけるコミュニケー

ションツールの積極

活用を行う。 

①タブレット端末

の円滑なネットワ

ーク接続、及び管

理体制の構築。端

末使用方法のマニ

ュアルを作成し発

信できたか。 

 
②コミュニケーシ

ョンツールの使用

方法等発信し、会

議中に職員間で活

発にそれを利用す

ることができた

か。 

①校内全ての教室で

ﾈｯﾄﾜｰｸに接続できる

環境、及び管理体制

を構築できた。ま

た、新着任者、新入

生向けにﾏﾆｭｱﾙを発

信し円滑に ICT 機器

を使用できるように

した。 

②会議等は基本ｵﾝﾗｲ

ﾝで行い、ﾎｽﾄ役を輪

番にし、職員間でﾂｰ

ﾙの積極的な活用を

促進した。 

 

 

 

①担当職員が異動

しても対応できる

よう引継ぎマニュ

アル等の整備、サ

ーバへのデータ保

管方法の最適化を

行う。 

ICT による校務の効率

化を図り、教材開発

や生徒と向き合う時

間を確保いただきた

いと思います。 

 

ICT 環境の整備時に機

器の事だけが優先さ

れ、リテラシー教育

が疎かになる事が多

く 発 生 して お りま

す。皆様で、IT を技

術活用する場合に気

を付けること、活用

方法の学習を継続的

に行える環境の整備

もぜひ力を入れて頂

きたく思います。 

①生徒１人 1 台端末の導入を

行い各端末は校内のＢＹＯＤ 

に接続登録を行った。また、

無線ＬＡＮアクセスポイント

設置場所の最適化を行い、校

内全ての教室でＢＹＯＤに接

続できる環境整備を行った。

次年度は生徒各自の端末を用

いた活発な授業展開ができる

ように推進する。 
②オンライン会議を活用する

ことで会議時間の短縮、会議

等による出張数を削減でき、

放課後の生徒対応の時間を増

やすことができた。ＰＴＡ活

動などもオンライン会議等を

積極的に利用し保護者負担の

軽減等取組みを行いたい。 

①生徒 1 人 1 台端末を活用

するツールの活用方法や授

業展開など教員向けの講習

会などを行い端末の積極的

な活用方法の研究を推進す

る。 

 
②オンライン会議に必要な

機材や設定方法等のマニュ

アルの整備を行い、ＰＴＡ

活動等でも積極的に活用し

てもらうように推進する。 

 


